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科学技術計算ライプラリ ASLの

バージョンアップについて

システム管理掛

平成3年2月6日（水）に、 ACOS2000およびsxの科学技術計算ライプラリ ASLのバージョン
アップを行いました。これにより、追加されたサプルーチンの一覧をつぎに掲載します。

1 ACOS/ASL(バージョン R8.0)で追加されたサプルーチン

1.1 スプライン関数

3次スプライン（曲線補間）

1. スプライン係数（自動平滑化周期条件） (DGICCO, RGICCO) 

平面データの補間

1. 開曲線補間 (DGISPO,RGISPO) 

2. 閉曲線補間 (DGISPR, RGISPR) 

3. 開曲線平滑化補間 (DGISSO,RGISSO) 

4. 閉曲線平滑化補間 (DGISSR,RGISSR) 

1.2 特殊関数

ベッセル関数に関連した関数

1. 0次ストループ関数恥(x)(DIBHOX, RIBHOX) 

2. 1次ストループ関数H1(x)(DI BHI X, RI BHl X) 

3. 0次ストループ関数とベッセル関数の差H。(x)-Y。(x)

(DIBHYO, RIBHYO) 

4. 1次ストループ関数とベッセル関数の差H1(x)-Y凶x)

(DIBHYl, RIBHYl) 

5. エアリ関数AJx)(DI BA IX, RIB A IX) 

6. エアリ関数BJx)(DI BB IX, RIBB IX) 

7. エアリ関数の導関数Aパx)(DIBAID, RIBAID) 

8. エアリ関数の導関数B/(x)(DI BB ID, RI BB ID) 
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1.3 楕円関数

1. ノームqおよび完全楕円積分K (m), E (m) (DI ENMQ, RI ENMQ) 

2. 楕円データ関数-8;(v, q) (DI ETHE, RI ETHE) 

3. ヤコビのゼーダ関数Z(u) (DIEJZT, RIEJZT) 

4. ヤコビのエプシロン関数E(u) (DIEJEP, RIEJEP) 

5. ヤコビのデータ関数e(u) (DIEJTE, RIEJTE) 

6. パイ関数II(u, a) (DI EPA I, RI EPA I) 

1.4 直交多項式

1. 第2種チェビシェフ関数Un(x)(DIOPC2, RIOPC2) 

2. 一般ラゲール多項式L~al(x) (DIOPGL, RIOPGL) 

1.5 常微分方程式

初期値問題

1. 連立高階常微分方程式（速度優先） (DKSNCS, RKSNCS) 

2. 連立高階常微分方程式（精度優先） (DKSNCP, RKSNCP) 

3. 陰的または代数方程式と連立常微分方程式 (DKINCN,RKINCN) 

4. My"+ Cy'十Ky=p(x)型常微分方程式 (DKMNCN, RKMNCN) 

5. スティフ問題の連立高階常微分方程式 (DKSSCP,RKSSCP) 

6. 連立1階常微分方程式 (DKFNCS,RKFNCS) 

7. 高階常微分方程式 (DKHNCS,RKHNCS) 

1.6 方程式の根

代数方程式

1. 実係数代数方程式の根 (DLARHA,RLARHA) 

2. 複索係数代数方程式の根 (ZLACHA, CLACHA) 

非線形方程式

1. 実関数の根（初期値指定，導関数定義必要） (DLNRDS, RLNRDS) 

2. 実関数の根（初期値指定，導関数定義不要） (DLNRIS, RLNRIS) 

3. 実関数の根（区間指定，導関数定義不要） (DLNRS S, RLNRS S) 
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4. 実関数の全根（区間指定，導関数定義不要） (DLNRSA, RLNRSA) 

5. 複素関数の根（初期値指定，導関数定義の不要） (ZLNCIS, CLNCIS) 

連立非線形方程式

1. 連立非線形方程式の根（ヤコビ行列定義可能） (DLSRDS, RLSRDS) 

2. 連立非線形方程式の根（ヤコビ行列定義不要） (DLSRIS, RLSRIS) 

1.7 極値問題

制約なし 1変数関数の極小化

1. 1変数関数の極小化 (DMUUSN,RMUUSN) 

制約なし多変数関数の極小化

1. 多変数関数の極小化（導関数定義の不要） (DMUMQN, RMUMQN) 

2. 多変数関数の極小化（導関数定義の必要） (DMUMQG, RMUMQG) 

制約なし関数二乗和の極,Jvft

1. 非線形最小二乗法（導関数定義の不要） (DMUSSN, RMUSSN) 

制約付き 1変数関数の極,Jvft

1. 1変数関数の極小化（区関指定） (DMCUSN, RMCUSN) 

1.8 近似

最jこ乗近似

1. 最小二乗近似直交多項式 (DNDAPO,RNDAPO) 

2. 最小二乗近似非線形関数 (DNDANL, RNDANL) 

2 SX/ ASL(バージョン R'7.0)で追加されたサプルーチン

2.1 スプライン関数

平面データの補間

1. 開曲線補間 (DGISPO,RGISPO) 

2. 閉曲線補間 (DGISPR,RGISPR) 

3. 開曲線平滑化補間 (DGISSO,RGISSO) 

4. 閉曲線平滑化補間 (DG I S S R, R G I S S R) 
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2.2 常微分方程式

初期値問題

1. 連立高階常微分方程式（速度優先） (DKSNCS, RKSNCS) 

2. 連立高階常微分方程式（精度優先） (DKSNCP, RKSNCP) 

3. 陰的または代数方程式との連立常微分方程式 (DKINCN, RKINCN) 

4. Myll+ Cy且Ky=p(x)型常微分方程式 (DKMNCN, RKMNCN) 

5. スティフ問題の連立高階常微分方程式 (DKSSCP,RKSSCP) 

6. 連立1階常微分方程式 (D・KFNCS, RKFNCS) 

7. 高階常微分方程式 (DKHNCS, RKHNCS) 

2.3 特殊関数

べソセル関数に関連した関数

1. 第 1 種ハンケル関数H~1l (z) (Z I B H 1 N, C I B H 1 N) 

2. 第 2 種ハンケル関数H~2l (z) (Z I B H 2 N, C I B H 2 N) 

3. ケルビン関数be r n X (D I BB ER, R I BB ER) 

4. ケルピン関数be i n X (D I BB E I, R I BB E I) 

5. ケルビン関数ke r n X (D I BK ER, RI BK ER) 

6. ケルビン関数ke i n X (D I BK E I, R I BK E I) 

7. 0次ストループ関数H。(X)(D I B HO X, RI B HO X) 
8. 1次ストループ関数H1(X) (D I B H 1 X, R I B H 1 X) 

9. 0次ストループ関数とベッセル関数の差Hバx)-Y。(x)(DI BHYO, RI BHYO) 
10. 1次ストループ関数とベッセル関数の差H1(x)-Y1(x) (DI BHYl, RI BHYl) 

ガンマ関数

1. 実変数ガンマ関数r(x) (DI GAMX, RI GAMX) 

2. 実変数対数ガンマ関数lo g (r (x)) (DIG LG X, RIG LG X) 

3. 第1種不完全ガンマ関数r(v, x) (DIGIGl, RIGIGI 1) 

4. 第2種不完全ガンマ関数r(JJ, x) (DIGIG2, RIGIGI2) 
5. 複索変数ガンマ関数r(z) (Z I GAMZ, CI GAMZ) 
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6. 複素変数対数ガンマ関数log(r (z)) (Z I GLGZ, CI GLGZ) 

ガンマ関数に関連した関数

Lディガンマ関数1>(x) (DIGDIG, RIGDIG) 

2, ベータ関数(}(p,q) (DIGBET, RIGBET) 

楕円関数

1. 第1種完全楕円積分K(m) (D I E C I 1 , R I E C I 1) 

2. 第2種完全楕円積分E(m) (DIECI2, RIECI2) 

3. 第1種不完全楕円積分F(x, m) (D I E I I 1 , R I E I I 1) 

4. 第2種不完全楕円積分E(x, m) (D I E I I 2, R I E I I 2) 

5. ヤコビの楕円関数sn, en, ctn (DIEJAC, RIEJAC) 

6. ノームqおよび完全楕円積分K (m), E (m) (DI ENMQ, RI ENMQ) 

7. 楕円データ関数,{)i(v, q) (DI ETHE, RI ETHE) 

8, ヤコビのゼータ関数Z(u) (DIEJZT, RIEJZT) 

9. ヤコビのエプシロン関数E(u) (DIEJEP, RIEJEP) 

10. ヤコビのデータ関数0(u)(DIEJTE, RIEJTE) 

11. パイ関数II(u, a) (DI EPA I, PI EPA I) 

初等関数の不定積分

1. 指数積分凪(x), Ei (-x) (D I I E X P , R I I E X P) 

2. 対数積分li(x)(DI I LOG, RI I LOG) 

3. 正弦積分Si(x)(DIISIN, RIISIN) 

4. 余弦積分Ci(x)(DIICOS, RIICOS) 

5. フレネル正弦積分S(x) (DI IFSI, RI IFSI) 

6. フレネル余弦積分C(x) (DI IFCO, RI IFCO) 

7. ドーソン積分eー"'2J; et'dt (D I I DAW, R I I DAW) 
8. 正規分布関数<D(x) (DI ICND, RI ICND) 

9. 余正規分布関数¥ll(x)(DI I CNC, RI I CNC) 

ルジャンドル陪関数

1. 第1種ルジャンドル陪関数P閉(x)(D I LEG 1, R I LEG 1) 
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2. 第2種ルジャンドル陪関数Q閉(x)(DILEG2, RILEG2) 

直交多項式

1. ルジャンドル多項式P,,(x)(DIOPLE, RIOPLE) 

2. ラゲール多項式Ln(x) (DIOPLA, RIOPLA) 

3. エルミート多項式Hn(X) (DIOPHE, RIOPHE) 

4. チェピシェフ多項式Tn(x)(DIOPCH, RIOPCH) 

5. 第2種チェビシェフ関数Un(x)(DIOPC2, RIOPC2) 

6. 一般ラゲール多項式Lや(x)(DIOPGL, RIOPGL) 

その他の特殊関数

1. ランジュバン関数L(x) (DIXSLA, RIXSLA) 

2.4 舌且攻

一様乱数

1. 一様乱数（短周期） (RJUNSP) 

2. 一様乱数（長周期） (RJUNLP) 

分布乱数

1. 正頬扮布乱数 (RJDINO)

2. 指数分布乱数 (RJDIEX)

3. ボアソン分布乱数 (RJDIPO)

4. 二項分布乱数 (RJDIBI)

一様乱数の検定

1. 一様乱数の検定 (RJTEUN)

分布乱数の検定

1. 正規分布乱数の検定 (RJTENO)

2. 指数分布乱数の検定 (RJTEEX)

3. ポアソン分布乱数の検定 (RJTEPO)

4. 二項分布乱数の検定 (RJTEBI)
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2.5 行列のデータ格納変換

行列のデータ格納変換

1. データ格納方法の変換（行方向2次元リスト格納用） (WAR Z TR, VAR Z TR) 

2.6 連立1次方程式（直接法）

実3重対角行列（ベクトル型）

1. 連立1次方程式（実3重対角行列） (WB TD SL) 

2. 連立1次方程式（定係数型実3重対角行列） (WB TC SL) 

2.7 対称連立1次方程式（反復法）

対称規則スパース行列

1. 対称汎用規則スパース行列PCG法 (WEG GM S, V E G GM S) 

対称不規則スパース行列

1. 対称不規則スパース行列PCG法 (WEG RMT, VEG RMT) 

2.8 非対称連立1次方程式（反復法）

非対称不規則スパース行列

1. 非対称不規則スパース行列（行方向2次元リスト格納） PBCG法

(WEB RMS, VE BRMS) 

2. 非対称不規則スパース行列（行方向2次元リスト格納） PCGS法

(WE S RM S , V E S RM  S) 

2.9 固有値・固有ベクトル

実対称規則スパース行列

1. 実対称汎用規則スパース行列の固有値•固有ベクトル（メモリ縮小型）

(WC S S R S , V C S S R S) 

実対称不規則スパース行列

1. 実対称不規則スパース行列（行方向リスト格納）の固有値•固有ベクトル（メモリ縮小型）
(WC S S R L, V C S S R L) 
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2.10 高速フーリェ変換 (FFT) 

1次元複素フーリェ変数（基数2, メモリ縮小型）

1. 1次元複素フーリェ変数（基数2,メモリ縮小型）の初期値化

(W F COM I , VF COM I) 

2. 1 次元複素フーリェ順•逆変換（基数 2, メモリ縮小型）（初期値化後の変換）

(W F COM F, VF COM F) 

多重1次元複素フーリェ変換（基数2)

1. 多重1次元複素フーリェ変換（基数2)の初期化 (WFCSSI,VWCSSI) 

2. 多重1次元複素フーリェ順・逆変換（基数2)(初期値化後の変換）

(WFCSSF, VWCSSF) 

1次元実フーリェ変換（任意基数）

1. 1次元実フーリェ変換（任意基数）の初期化 (WFR 1 S I, VF R 1 S I) 

2. 1次元実フーリェ順・逆変換（任意基数）（初期値化後の変換）

(WF R 1 SF, VF R 1 SF) 

2次元実フーリェ変換（基数2)

1. 2次元実フーリェ変換（基数2)の初期値化 (WFRT S I, VF RT S I) 

2. 2 次元実フーリェ順•逆変換（基数2) (初期値化後の変換）

(W F R T S F, V F RT S F) 

2.11 スプライン関数

3次スプライン（曲線補間）

1. 補間値（最上位） (WG I S PC, VG I SP C) 

2. 微分値（最上位） (W G I D P C, V G I D P C) 

3. 積分値（最上位） (WG I I PC, VG I I PC) 

4. スプライン係数（端条件入力不用） (W G I C C P, V G I C C P) 

5. スプライン係数（端条件入力） (WG ICC Q, VG ICC Q) 

6. スプライン係数による補間値 (WGI SC X, VG I SC X) 

7. スプライン係数による微分値 (WGIDCY,VGIDCY) 

8. スプライン係数による積分値 (WG I I C Z, V G I I C Z) 
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2.12 舌且攻

一様乱数

1. 一様乱数（短周期） (W J U N S P, V J U N S P) 

2. 一様乱数（長周期） (W J U N L P, V J U N L P) 

分布乱数

1. 正規分布乱数 (WJ D I NO, V J D I N O) 

2. 指数分布乱数 (WJ D I E X, V J D I E X) 

3. ポアソン分布乱数 (VJDIPO)

4. 二項分布乱数 (VJD I B I) 

3 説明

ACOS/ASL 

o科学技術計算ライプラリ ASL 利用の手引く第1分冊＞ FXFl 1-8 

o科学技術計算ライプラリ ASL 利用の手引く第2分冊＞ FXF12-7 

o科学技術計算ライプラリ ASL 利用の手引く第3分冊＞ FXF13-6 

o科学技術計算ライプラリ ASL 利用の手引く第4分冊＞ FXF14-3 

SX/ASL 

o科学技術計算ライプラリ AS L/S X 利用の手引 く基本機能編第1分冊＞

GYFll-6 

o科学技術計算ライプラリ ASL/SX 利用の手引 く基本機能編第2分冊＞

GYF12-6 

o科学技術計算ライプラリ ASL/SX 利用の手引 く基本機能編第3分冊＞

GYF13-6 

o科学技術計算ライプラリ ASL/SX 利用の手引 く基本機能編第4分冊＞

GYF14-2 

o科学技術計算ライプラリ ASL/SX 利用の手引 く高速機能編＞

GYF18-5 

4 参考資料

oプログラム・ライプラリの概要と使用法 ($TEBIKIコマンドにより出力）
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